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                            複数施設研究用 

 

研究課題名 脊椎脊髄疾患の長期治療成績に関する研究 に関する情報公開 

 

１．研究の対象 

2010年1月1日から2031年12月31日までに名古屋大学医学部附属病院脳神経外科も

しくは関連施設にて、脊椎脊髄疾患に対して治療を受けた患者を対象とします。 

 

２．研究目的・方法・研究期間 

脊椎変性疾患とは脊柱管狭窄症（頚胸腰椎）、椎間板ヘルニア（頚胸腰椎）、脊椎不安

定症、後縦靭帯骨化症、黄色靭帯骨化症、骨粗鬆症性椎体骨折などを指します。これら

は経時的に生理的な構造の退行性変化が進み、症状を来す疾患です。これらの疾患に対

して臨床症状や画像所見から手術適応があると判断された場合には、症状改善を目的と

する手術治療を行うことがあります。手術では脊椎や周囲組織の正常構造をある程度破

壊することが不可避であり、そのため術後脊椎の退行性変化がさらに進行する場合があ

ります。これは外傷による脊椎骨折・脊髄損傷の手術後、脊椎脊髄腫瘍、血管障害や先

天奇形の術後に関しても同様のことが言えます。当グループではできる限り少ない侵襲

で、正常構造を可能な限り残すように努めております。また通常術後はレントゲンやCT

検査、MRI検査などによる観察を行っております。本研究では脊椎変性疾患、外傷性脊

椎疾患、脊椎脊髄腫瘍、血管障害、先天奇形に関して、保存療法と手術療法の違いによ

る治療成績の差や、術後もしくは保存療法を継続した場合の脊椎の変化に関する情報収

集と解析を行い、今後より良い治療の選択・開発を目標としております。潜在的な患者

数や症状による自然経過の違いを集積し、研究成果を臨床応用する段階に至った場合に

は、それを元に治療群の選定を行います。研究に参加しない場合も提供する診療内容に

変わりなく、患者さんに不利益が生じることは全くありません。なお、本研究は名古屋

大学生命倫理審査委員会の承認を受け、研究機関長の許可を受けて実施しております。

研究期間は2021年12月7日（実施承認日）から2032年12月31日までとします。 

 

３．研究に用いる試料・情報の種類 

カルテから診療 情報データを抽出し、各項目毎に統計解析を行い、予後に関わる因子

等について検討を行う。通常診療と特に変わりなく、研究参加のために検査を追加する

等の患者さんの負担となるようなことは致しません。 （抽出する診療データ：年齢、

性別、既往歴、加療歴、服薬歴、採血、検尿データ、 放射線学的データ、生理学的検査

データ、病理検査結果、転帰） 
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４．外部への試料・情報の提供 

現状想定しておりません。 

 

５．研究組織 

名古屋大学大学院医学系研究科 脳神経外科学 准教授 西村由介 

 

共同研究機関 

さくら総合病院 脳神経外科 秦 誠宏 

JCHO中京病院 脳神経外科  前田 憲幸 

市立四日市病院 脳神経外科  吉田 光宏 

稲沢市民病院 脳神経外科 山本 優 

名古屋医療センター 脳神経外科 江口 馨 

大同病院 脳神経外科 中島 康博 

名古屋掖済会病院 脳神経外科 粟屋 尭之 

総合青山病院 脳神経外科  吉川 哲史 

一宮市立市民病院 白石 大門 

名古屋セントラル病院 松尾 衛 

（ただし、随時共同研究機関や責任者が追加される可能性がある。） 

 

６．お問い合わせ先 

本研究に関するご質問等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせ下さい。 

 ご希望があれば、他の研究対象者の個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲

内で、研究計画書及び関連資料を閲覧することが出来ますのでお申出下さい。 

また、試料・情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの

代理人の方にご了承いただけない場合には研究対象としませんので、下記の連絡先まで

お申出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはありません。 

 

照会先および研究への利用を拒否する場合の連絡先： 

住所 名古屋市昭和区鶴舞町65 

名古屋大学 脳神経外科 病院助教 永島吉孝 

電話052-744-2353  ファックス052-744-2360 

研究責任者：名古屋大学 脳神経外科 准教授 西村由介 

研究代表者：名古屋大学 脳神経外科 准教授 西村由介 

 


